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研究成果の概要（和文）：成果としてまず挙げられるのは、直接的類似点のないものと比較研究する新たな視点・視覚
を提示したことである。具体的には口頭伝達、視覚機能、書写文化、文書作成の厳格さなどである。これらの点につい
て、自国に「ない」理由を問うことによって、これまで注意されなかった問題が浮き彫りになり、そこからより本質的
な特徴が見えてくることを示した。もう一つは中国簡牘研究者が日本・韓国木簡へ、日本・韓国木簡研究者が中国簡牘
へ、注意を向ける第一歩を踏み出せたことである。日本・韓国木簡と中国簡牘は、その使用年代が大きく隔たるため類
似点が乏しく、研究者の関心も低かったが、時代的懸隔は乗り越えられることを示した。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we presented a new perspective for comparative study of wood
en documents which have no common characteristics. This perspective includes, among others, analyzing the 
documents from the point of views from oral tradition, visual function, literary culture, and recording st
rictness. By investigating why a given society lacks a certain aspect related to the areas included in thi
s perspective, we can discover other new unnoticed issues, and consequently, the most fundamental characte
ristics of that society. This is only one step to attract the attention of researcher of Chinese wooden do
cuments to the study of Japanese and Korean wooden documents, and vice versa.  Since Japanese and Korean w
ooden documents have almost no common characteristics, there were almost no comparative studies.  However,
 as shown by the present study, it is possible to overcome the time barrier.
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１．研究開始当初の背景 
 中国では戦国から魏晋に至る数十万に上
る簡牘が出土している。即ち簡牘だけを用い
たいわば簡牘時代から紙木併用期の簡牘ま
で存在する。即ち中国は簡牘→紙木併用→紙
という変化を経験し、かつその資料を保有し
ているのである。また韓国は現時点では６～
７世紀の木簡が中心で、その数は日本・中国
とは３ケタ違う。さらに日本では７～８世紀
の木簡が 40 万弱出土している。このように
日本と韓国の木簡は使用年代が近いが、中国
簡牘と日本・韓国木簡は大きく開いている。
それゆえ日本と韓国では木簡の形状や機能
などの点で類似点が多く、比較研究が盛んで
あるのに対して、中国簡牘に対する関心は薄
い。しかし上述のように、中国は簡牘から紙
の時代までの変化を辿れる唯一の国である。
また日中韓は木簡と文書行政という共通項
をもっている。従ってこうした点を活かして
各国の特質に迫ることができるのではない
か、と考えた。しかしその前にやらねばなら
ないことがある。それは、中国簡牘のように
類似点の乏しいものをも含めて議論ができ
る土台を構築するために、新たな視点・視覚
を見出し、東アジア木簡学をつくることであ
る。かくてこの問題を研究課題としたのであ
る。 
 
２．研究の目的 
以上のような状況と問題意識を踏まえて、
「各国の木簡学」ではなく「東アジアの木簡
学」の構築を目標とした。そのためには、ま
ず木から紙への変化を辿れる中国簡牘につ
いて、近年発表された秦簡や晋簡をも使って、
簡牘時代の簡牘使用原理、紙木の使い分け、
そして紙への移行のプロセスを描くことが
必要である。その際、これまでは辺境出土簡
を中心に議論されてきたが、新出資料を取り
込んだ考察が必要である。さらに手薄な唐以
降の紙の時代の考察も取り組むべき課題で
ある。また出土例の豊富な日本においては、
正倉院文書や文献史料をも合わせて、紙木併
用のあり方を明らかにしなければならない。
韓国木簡は出土点数が少ないため、体系的な
議論になりにくいが、中国と日本をつなぐ重
要な位置を占めるため、そうした観点から東
アジア木簡学構築のための視点を提示する
ことをめざした。 
 
３．研究の方法 
研究方法は研究会活動と現地調査の大き
く２つに分けられる。まず研究会活動である
が、全員が集まって年２～３回開かれる全体
研究会と、適宜開かれる小規模な研究会があ
る。これらは基本的にはメンバーが研究発表
し討論するという形式で、その目的は最初の
１～２年は、相互理解を深めることであった。
そのため、日中韓の研究者が通行行政、複数
の機能をもつ木簡など、同じテーマで発表し、
何が違いなぜ違うのかを議論した。しだいに

相互理解が深まり、共通認識が形成されてく
ると、新たな視覚を求めての研究発表へと移
って行った。一方、小規模研究会で取り上げ
られるテーマは、資料そのものに即した、よ
り具体的な内容のものが多く、実際の資料を
見ながら文字の書きぶりや木材の使いかた、
形態上の特徴とその意味などが取り上げら
れた。またこうした研究会には関連分野の専
門家や異なる時代の研究者を招いて、多角的
な視野と知識の拡大に努めた。具体的には正
倉院文書、殷代甲骨占いの記録、清朝の公文
書、里耶秦簡の出土地と秦簡の特徴、といっ
たテーマについて講演を聞き、意見交換を行
った。 
次に現地調査について述べる。調査地は国
内では新潟、秋田、福岡、大分、国外では韓
国（羅州・昌原・慶州・大邱・ソウル）、中
国（湖南省）、スウェーデンであった。個別
の詳述はさけるが、目的は各地の博物館や研
究所が所蔵する木簡や紙文書さらに貴重な
帛書の実物及び出土状況を調査することで
ある。具体的には、資料を手にとり、写真で
は見えない側面や裏側の状態を見たり、写真
では判別できない影や傷様のものを確認し
た。また可能な限りそれらが出土した現場を
見学し、不可能な場合は発掘担当者から詳し
い話を聞くこととした。このような活動や現
地の研究者との意見交換を通して、相互に学
術交流を深めたが、こうした学術交流と信頼
関係の構築は、今後の研究にとって良い環境
を築くために極めて重要な活動であると信
じている。 
 以上のような研究方法加え、もう一つ重視
したのが外部評価である。無意識のうちに我
田引水に陥らないために、全く異なる視点か
らの批判・評価を受ける必要があると考え、
敢えて研究期間の中間に、中国においてシン
ポジウムを開催した。また最終年度の研究成
果とりまとめの前に奈良で国際シンポジウ
ムを開催した。 
 
４．研究成果 
（１）研究の成果とその国内外における位置
付け及びインパクト 
①「各国の木簡学」から脱した「東アジア木
簡学」確立のための最重要課題である、新た
な視点・視覚の提示。具体的には書写文化、
音声言語、視覚機能、文書行政の厳格さ、紙
木併用のあり方、国内における木簡使用の差
異である。ただ新たな視点といってもこれら
は従来から指摘されてきたものがほとんど
である。しかしその指摘と考察は自国の木簡
について行われ、他国との比較においてその
意味を掘り下げるには至らず、また他国の木
簡研究者もまた、関係のないこととして自国
に存在しない意味を考えるには至っていな
かった。つまり、ここにいう新しい視点とは、
これまで誰も指摘しなかったという意味で
はなく、某国の木簡の特徴がほんとうに自国
にないのか、ないならばなぜないのかを問い



直し、それが東アジア全体で議論するに有効
な視点となりうるかどうかという観点から
とらえ直した、という意味で新しいのである。
②文字通り、これまでに指摘のない新しい視
点を提示した。１つは文書行政運営の厳格さ
である。古代中国では厳格な文書行政が行わ
れていたとされるが、何がどのように厳格な
のか、なぜ厳格なのか、またそれは紙の出現
以後も変わらないのか、変わるとすればその
理由は何かといった問題に取り組んだもの
はほとんどない。中国においてこの点を考察
することによって、木から紙への変化の過程
の一つのモデルを提示することができると
考えられるからである。その際木や紙という
書写材料がもたらす変化と別の要因による
変化は慎重に区別せねばならない。また紙木
併用期の日本においては正倉院文書など紙
文書を取り込んだ考察が必須となろう。③今
一つは書写文化である。書写用の机を用いず
手に持って書く形態や、筆の持ち方、運筆法
など、日本・中国・韓国は共通した部分をも
つが、そうした書写という一つの運動を新た
な比較研究の視点として提示した。④究極的
に比較すべき対象が、当該地域の社会や人間
関係の有様であることを示した。音声言語や
視覚効果など具体的な項目を、それら特徴の
有無にかかわらず考察することからわかる
のは、それらの特徴の有無や有り方が示すの
は、当該地域の政治がめざす形、社会、人間
関係であるということである。⑤日本・中
国・韓国各々が他国の木簡研究に注意を向け、
ともに議論をするための第一歩を踏み出せ
たことである。上述のように、木簡研究にお
いて、日本・韓国と中国の間には大きな溝が
ある。それは直接的類似点を持たないがゆえ
に比較できない、と考えられてきたからであ
る。しかし、既述のような問題意識から、中
国でシンポジウムをおこない、また最終年度
には最終成果である論文集の中国語版を作
成し、関係機関や研究者に送った。中国での
シンポジウムには多くの研究者が集まった
が、予想されていたこととはいえ、日本木簡
に対する反応は今一つであった。しかし、こ
れまで日本や韓国木簡に対する関心が薄く、
まして日本・韓国木簡に関する研究成果をま
とまって聞く機会もほとんどなかったこと
を思えば、致し方ないかもしれない。それで
も個別にはさまざまな反応があり、シンポジ
ウム以後交流が続いていることは大きな成
果であった。その後最終年度に研究成果をと
りまとめた論文集を作成した際、同時に中国
語版を作成した。これまで日本の論文集を中
国語で発信することはまれであったが、「各
国の木簡学」から脱却するためには、中国語
での発信が必須のことと考えたからである。
これに対して論文集到着直後に各著者のも
とにメールなどの形で意見や質問が寄せら
れたり、ホームページに掲載されたりと驚く
ほどの速さで反応が見られたことは、いまだ
我々の意図が十分に伝わったとは言い難い

ものの、東アジア木簡学に大きく第一歩を踏
み出したと確信した。 
（２）今後の展望 
今後はさらに韓国・中国との学術交流を深め
るが、単なる情報交換ではなく、真に東アジ
ア全体で議論できる方法を追究しなければ
ならない。我々が提示した以外にも多くの論
点があろうが、そうした視点・論点を積極的
に発信することが重要である。また、究極的
な比較対象は社会や人間関係だと述べたが、
そのためには木簡以外にも研究対象とすべ
き書写材料がある。それは石刻である。これ
はきわめて政治性・社会性の強い書写材料で
あり、しかも中国などとは対照的に日本には
ほとんど根付かなかった文化であり、格好の
研究対象であると考える。今後は古代ギリシ
ャ・ローマなどの石刻文化ともあわせ、グロ
ーバルに比較研究をすすめる必要があろう。 
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